
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内研修報告 

障害者差別解消法について 

令和２年５月２５日（月） 

報 告 

帰宅訓練実施報告 

令和２年６月２５日（木） 

 ６月２５日（木）に帰宅訓練を実施しました。「震度４の地震が発生した」という想定で訓練を行い

ました。避難塔に登ったあとに、緊急帰宅を行いました。いつもの避難訓練とは違っていましたが、

皆さん比較的落ち着いて送迎車に乗ったり、迎えを待っていました。 

 災害時の食材の確保について、方法を一つ紹介します。それは、ローリングストック法です。災害

用に備蓄している食材を、期限の近いものから普段の食事で消費します。消費した食材を使った分だ

け買い揃えておきます。そうすることで、常に一定量の食材を家に備蓄しておくことができます。 

 ただ、デメリットとして、食材を備蓄するためには広いスペースが必要なことです。仮に家族   

４人分×１週間分を用意しようとすると、１日３食として、８４食分の備蓄が必要になります。その

ため、それぞれの家庭の判断でどのくらい備蓄しておくか決めておく必要があると思います。 

                   （文責 平井 勝） 

 皆さんは「障害者差別解消法」という法律をご存じでしょうか？正式名称は「障害を理由とする  

差別の解消を推進する法律」といって、平成２８年４月 1 日に施行された法律です。施行されて間も

ないため、この法律を知らない人もいるかもしれません。今回の施設内研修ではこの法律の内容や  

具体例を紹介しました。 

 この法律の中身を簡単に表すと、①「不当な差別的取り扱いの禁止」と②「合理的配慮の提供」の

２つが示されています。①とは、障害があることを理由に施設への出入りや利用を制限するのは、 

差別的取り扱いをしているとされ、その行為を禁止しています。行政機関や事業者はこの行為を行っ

てはいけません。 

②とは、障害により何か困ったことがあり、配慮を求める意思表示があった場合、行政機関や事業

所は必要な範囲内で配慮を行うことが求められます。合理的配慮を行うにあたり行政機関は法的義務

がありますが、事業所は努力義務に留まっています。具体例として、「車いす利用者が役所に行った際、

書類を記入する机が高く、書類を書くことができない。」といったことがあるとします。この場合役所

は、車いすに乗ったまま利用できる机に案内することや、バインダーを貸し出して車いすに座ったま

ま書類を書けるようにする、といった配慮をすることが求められます。ゆいまあるで外出した際にも、 

〇エレベーターから降りるとき、ボタンを押してくれていた。 

〇外食時に、奥の席を確保してくれた。 

〇トイレ介助の際、他の人が入ってこないように「清掃中」の看板を出してくれた。 

などといった配慮があったと、職員から意見がありました。 

 この法律が施行されてまだ４年しか経過していないので、もしかしたらその存在を知らない人も 

いるかもしれません。この法律が広く社会に知れ渡り、障害が有る・無いに関わらず全ての人がサー

ビスを当たり前に利用できる社会になることを願います。           （文責 平井 勝） 
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 令和２年度ゆいまある施設内研修が行われ、「てんかん」をテーマに発表しました。 

てんかんとは、脳が過剰に興奮する事で起こる慢性の脳の病気で、発作は突然起こり、普通とは  

異なる身体症状や意識・運動感覚の変化が生じます。てんかん発作にはいくつかの種類があり、意識

のあるものから無いもの、症状や発作の持続時間など様々です。発作時本人の意識がない事が多い  

ため周囲からの情報が大切になってきます。 

てんかん発作の必要情報として、 

 

 ・いつ、どんな状態で起きたのか（起きている時か睡眠時か） 

 ・どのような状況、また誘因はあるのか（入浴中、食事中、運動中、 

また、寝不足や発熱、興奮しているなど） 

  ・発作時の症状（意識の有無、身体の動き、発声発語の有無、持続時間など） 

  ・発作後の様子、発作頻度 

 

などが挙げられます。これらの情報を元にその人に合った治療方針と薬を選択し、正しい量と正しい

時間に規則的に服用する事が不可欠となってきます。 

 てんかん発作について正しく理解し対応していくためにも、良い研修になったと思いました。 

（文責 和久井 美奈） 

施設内研修報告 

「誤嚥性肺炎について」 

令和２年７月２０日（月） 

施設内研修報告 

「てんかんについて」 

令和２年７月２０日（月） 

 今回の研修のテーマが、「高齢化に伴いなりやすい病気」ということで、誤嚥性肺炎について調べま

した。ここでは誤嚥性肺炎の原因や症状、予防方法について紹介したいと思います。 

 原因として物を飲み込む筋力が低下することが挙げられます。この筋力が低下すると物を飲み込ん

だ時、食道ではなく間違って気管に入ることがあります。気管に入った食物や唾液の細菌により肺炎

を発症します。また、口の中が清潔でないと細菌が増え、唾液等が気管に入ったときにそれだけ多く

の細菌が入ってしまいます。 

 症状は発熱・咳・膿のような痰がでる等であり、一般的な風邪と症状が似ています。また、これら

の症状がなくても何となく元気がない・食欲がない・のどがゴロゴロと鳴る等の症状のみ現れること

もあります。そのため肺炎とは思わず発見が遅れ、重症化してしまうこともあります。 

 予防方法は  ①口の中を清潔にする 

②食事時に顎を引いて食べる（顔が上向きだとむせやすい） 

③食事前に口を大きく開ける等顔の筋肉周辺をほぐす口腔体操 

などがあります。これらを日々の生活の中で意識してほしいです。 

 誤嚥性肺炎はその人の状態によってかかってしまう病気の一つです。しかし、予防方法を実践して

いけば発症するリスクは減らせます。また、規則正しい生活を心がけ、免疫力を向上させる体作りを

しておけば、いざ発症しても重症化しにくいと思います。           （文責 平井 勝） 
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